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はじめに

　ベンゾジアゼピン系不眠症治療薬であるフルニト
ラゼパムが昏睡強盗や催眠暴行などの犯罪目的で飲
食物へ混入される事例は，以前から海外ではしばし
ば報告されていたが1），近年ではわが国でも散見さ
れるようになった。
　今回われわれは，口唇および口腔内が青く染まっ
て倒れているところを発見されて救急搬送され，血
液からフルニトラゼパムが検出されたが，本人がフ
ルニトラゼパム錠の服用を強く否定したため，犯罪
目的で摂取させられた可能性が疑われた症例を経験
したので報告する。

Ⅰ　症　　例

　30歳台の女性が自宅マンション内で口唇および
口腔内が青く染まって倒れているところを友人の男
性に発見され，当院救急センター・中毒センターに
救急搬送された。発見時，患者はきれいに化粧およ
び正装していた。また，テーブルの上に置かれた財
布の中身はすべて残されたままであった。患者には
特記すべき既往歴はなく，通院中の医療機関もな
かった。来院時，意識レベル JCS 100，血圧 130/70 

mmHg，心拍数 80回/min，SpO2 97％（室内気），
呼吸数 14回/min，体温 37 .1 ℃ であった。身体所
見では明らかな外傷を認めなかったが，口唇および
歯，舌を含む口腔内は鮮やかな青緑色に染まってい
た（Fig. 1）。血液検査および頭部 CTでは異常所見
を認めなかった。尿の簡易薬物スクリーニングであ
る INSTANT-VIEW®ではベンゾジアゼピン類が陽
性であった。
　ベンゾジアゼピン中毒が疑われ，細胞外液による
輸液療法のみで経過観察とした。次第に意識状態は
改善し，来院 12時間後に意識清明となった。患者
はフルニトラゼパム錠ばかりでなく，あらゆる薬物
の摂取を強く否定した。ただし，知人とラムネを飲
用し，その後の記憶はないと話した。患者はそれ以
上の詳細について話すのを拒否したが，フルニトラ
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ゼパム錠の犯罪利用が疑われたため，有事の際は警
察に届け出るよう促して退院とした。

Ⅱ　薬毒物分析

　患者の尿検体は液体クロマトグラフ質量分析計
（LC-MS/MS）（液体クロマトグラフ：Prominence，
株式会社島津製作所；質量分析計：3200 QTRAP，
株式会社エービー・サイエックス）を用いて，血液
検体は飛行時間型タンデム質量分析計（Q-TOF-MS，
アジレント・テクノロジー株式会社）を用いて薬毒
物分析を行った。その結果，尿検体よりフルニトラ
ゼパムの代謝産物である 7-アセトアミドフルニト
ラゼパムが，血液検体よりフルニトラゼパムおよび
フルニトラゼパムの代謝産物である 7-アミノフル
ニトラゼパム，7-アセトアミドフルニトラゼパムが
検出され，それ以外の薬物の検出は認めなかった。

Ⅲ　考　　察

　フルニトラゼパムは精神依存，身体依存，乱用な
どが問題視される薬物であり，日本国内では第 2種
向精神薬に指定されている。アメリカ合衆国ではそ
の販売や使用，持ち込みが禁止されている。諸外国
において，犯罪行為目的でフルニトラゼパムを飲食
物に混入する事例が多々報告されており1），法によ
る規制のほか，製剤の着色を行うなどにより悪用防
止措置がとられている2）。わが国でも，医薬品メー
カーは厚生労働省からの要請に従って，2015年 7

月よりフルニトラゼパムの錠剤の内核を青く着色し，
粉砕・溶解によって飲食物や口腔内が青く染まるよ
うにした。
　フルニトラゼパムは経口投与後，20～30分で効
果発現が始まり，1～2時間で薬効のピークを迎え
る3）。フルニトラゼパムの主な代謝経路は肝臓であ
り，N-脱メチル化，3-ヒドロキシル化，ニトロ還元，
N-アセチル化が行われ，N-デスメチルフルニトラ
ゼパム，3-ヒドロキシ-フルニトラゼパム，7-アミ
ノフルニトラゼパムおよび 7-アセトアミドフルニ

トラゼパムへ代謝されることがわかっている4）。
　本症例では尿中薬物スクリーニング検査および機
器分析の結果からフルニトラゼパムを摂取している
ことは確定的であったが，患者は睡眠導入剤の所持
も摂取も強く否定した。なお，口腔内の着色からは
メソミル中毒やパラコート中毒も想起されるが，今
回は簡易尿定性検査においてベンゾジアゼピン系が
陽性であった点や臭気がなかったなどの観点から上
記の除草剤や殺虫剤による中毒は診断から除外した。
患者は友人と待ち合わせの約束をし，きれいに化粧
および正装をしていたことから，自らの意思による
過量服薬は否定的であった。患者は「知人と一緒に
ラムネを飲んで，その後の記憶がない」と話したこ
とから，第三者がラムネの青い瓶の中に密かに薬物
を混入し，患者が青く着色したラムネに気づかずに
摂取した可能性が示唆された。ただし，財布の中身
もすべて残されたままであり，昏睡強盗は否定的で
あった。若い女性であり，催眠暴行が疑われたが，
着衣の乱れや外傷がないことから未遂であった可能
性は否定できなかった。

結　　語

　意識障害を呈する患者の口腔内が青く染まってい
る場合，フルニトラゼパム中毒を考慮するだけでな
く，患者がフルニトラゼパムの摂取を否定した場合
は犯罪利用も考慮すべきである。
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　Background：Since 2015 in Japan, pharmaceutical 
manufacturers have added a blue dye to the inner core of 
flunitrazepam tablets to prevent criminal use. 
　Case report：A 30-year-old comatose woman whose lips 
and oral cavity were stained blue was transferred to the 
Emergency Medical Center and Poison Center. Urinary 
drug screening test （INSTANT-VIEW®） suggested that she 
might have taken benzodiazepines. She regained full 
consciousness in roughly 12 hours. She said that she had no 
recollection after drinking a soft drink from a bluish bottle 
with someone, insisting that she had not taken any drugs 

the day before. 
　Toxicologic analysis：Flunitrazepam and its major 
metabolites were detected in her urine and blood by LC-
MS/MS and Q-TOF-MS. 
　Discussion：We suspect that she took flunitrazepam that 
was illegally dissolved in the soft drink without her 
knowledge. 
　Conclusion：Flunitrazepam poisoning should be 
considered if comatose patients present with a blue-stained 
mouth. 

Summary


